
 

 

(ｱ) 検証授業Ⅰ 

情報の活用と情報モラル（第１時／全３時間）                                           

 

 

 ・現代社会で起こっているＩＣＴ機器を発端としたトラブルに目を向け，何が問題なのかを意欲的に

捉えることができるようにする。 

・話合い活動に参加し，他者の意見を理解することで，考えを適切の表現できるようにする。 

 

              評価：Ｂ…「おおむね満足できる」状況，Ａ…「十分満足できる」状況 

学習活動 時 指導上の留意点及び支援の工夫 評価規準【 】と方法（ ） 

１ 本時の学習内容を知

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 情報モラル５つの柱

について考える。 

・ワークシート No１②に

情報モラル５つの柱を

記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10

分 

・「モラル」の概要を説明する。 

・ワークシート No１①の「モラル」について生

徒に記入させる。 

・記入した意見を基に，班内で意見を発表させ 

「モラル」という言葉の理解が個々で違うこと

に気付かせる。 

・「ルール」という意見が出てくると予想される

ので,それを取り上げ，「モラル」と「ルール」

の意味の違いに気付かせる。 

 

・「情報社会の倫理」について説明し，自己の発

信した情報で世の中に大きな影響を与える可

能性があることに気付かせる。 

・「法の理解と順守」について説明し，コンピュ

ータを扱う上でも様々な法律（著作権・肖像権

等）が関係していることに気付かせる。 

・「安全への知恵」について説明し，ネット上に

は様々な危険（架空請求・個人情報流出）があ

ることに気付かせる。 

・「情報セキュリティ」について説明し，パスワ

ードの設定や管理について,安易に考えている

と情報の流出やなりすましなど悪用される可

能性があることに気付かせる。 

・「公共的なネットワーク社会の構築」について

説明し，公共的な意識をもち，適切な判断が必

要であることを気付かせる。 
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・ＩＣＴ機器の長所・短

所について考える。 

 

 

    

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・携帯依存チェックシー

トを記入させる。 

 

 

３ ＳＮＳへの画像投稿

について考える。 

・班で話し合い，他者の

意見も交え，更に考え

を深める。 

 

    

 

   

 

 

 

 

 

 

35

分 

 

 

 

 

・班でＩＣＴ機器の長所を考えさせ，他者の意 

見も交え，考えを深めるように声を掛ける。 

〔予想される意見〕 

 ・どこでも電話，メール，ネットができる。 

 ・写真，動画が撮れる。 

 ・支払い機能がある。     など 

・話合い活動の中での発言を拾い，数名に発表 

させる。 

・現代社会においてＩＣＴ機器が重要な役割を 

果たしていることに気付かせる。 

・班でＩＣＴ機器の短所を考えさせる。 

 予想される意見 

 ・機器代金，通信料金が高い。 

 ・機器を使った犯罪が多い。 

 ・携帯依存，視力低下が考えられる。 など 

・話合い活動の中での発言を拾い，数名に発表 

させる。 

・現代社会においてＩＣＴ機器が様々なトラブ 

ルの原因になっていることに気付かせる。 

 

・生徒に携帯依存度を自覚させるために，班でも

お互いに依存度を確認させ，安易な利用がない

か考えさせる。 

 

 

 

 

・電子黒板に問題となった投稿画像を表示し， 

何が問題なのかを班で話し合わせる。 

・話合い活動の中での発言を取り上げ，数名に 

発表させ，板書する。 

・話し合う中で出た意見をワークシート No１④

に記入させる。 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＴ機器の普及によ

り，特有の問題が発生

していることについて

考えている。   【関】 

（観察・発表） 

Ｂ社会事象を捉えた意見を発

表している。 

Ａ社会事象を適切に捉えた意

見を発表している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安易な画像投稿について考える  

ＩＣＴ機器の長所・短所について考える  

↓ 

話合い活動 

   ↓ 

考えを共有 

   ↓ 

再 考 

↓ 

↓ 

話合い活動 

   ↓ 

考えを共有 

   ↓ 

再 考 

↓ 
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４ ネットいじめについ

て考える。 

・班で話し合い，他者の

意見も交え，更に考え

を深める。 

 

    

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ワークシートを使い，掲示板への書き込みが原

因になった，ネットいじめについて考えさせ

る。 

・Q１・Q２・Q３を個人で記入した後，班で話合

わせる。 

・話し合う中で出た意見をワークシートに記入 

させる。 

 

ネット社会も現実の社

会も考え方が同じであ

ることについて表現し

ている。      【思】 

（ワークシート No２の記述） 

Ｂモラル的な問題として捉え

た記述がある。 

Ａ情報機器の特性を踏まえた

記述（無責任な発言ができ

る・消せないなど）がある。 

５ 本時のまとめをする。 

・授業を振り返り，情報

モラルの理解を深め

る。 

 

 

５分 ・現実の社会で許されない行為は，ネット社会 

でも同じであることに気付かせる。 

・ＩＣＴ機器でのやり取り（相手が見えない状 

況）であっても，相手を思いやることを忘れな

いことを押さえる。 

 

 

 

 

 

 

見えない人とのつながりを考える  

↓ 

話合い活動 

   ↓ 

考えを共有 

   ↓ 

再 考 

↓ 
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